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南関東の第四系上部と地形面に関するテフロクロノロジー
　灰を意味するギリシヤ語tephraとchronologyとの合成語であるテフロクロノロジーはアィスラ
ソドのS，Thorarinssonが1944年に初めて用いたことばで、火1⊥1砕屑物とくに火山灰等の降下火山
砕屑物に基く編年一年代順の解明・記述、年代区分・層序区分一を意味する。地表近くに分布す
る火山灰は、1930年代から、日本（主として北海道と関東）、アイスラソド、テラデルフェゴなどで、
第四紀編年や土壌調査に利用されはじめていた。関東の台地を広くおおう赤土、いわゆる関東ローム
層は、戦後、武蔵野台地には厚くその南縁の立川段丘では薄いという事実が見いだされて、火山灰の
降下・堆積と地形面の形成過程との時間的関係究明の端緒となり、一方、1949年群馬県岩宿のローム
層中から旧石器が発見され、それに続く東京・神奈川・長野の各県における同様の発見によって、そ
の包含層たるローム層そのものと旧石器産出層準とが、解決を迫られた当面の問題となった。これら
の問題の究明を目ざして、1953年、地質学・地形学者を中心に、考古学・土壌学・生物学・土木学・
農学者も参加して関東ローム研究グループが結成された。
　以来10余年にわたるその研究成果は、1965年刊行の大冊「関東ロームーその起原と性状一」と
して集大成された。そこでは、従来赤土の名の下に、洪積世末期の単なる一枚の地層とみなされて来
た関東ローム層が、年代の異なる段丘面、埋没土壌、含有重鉱物、粘土鉱物組成等に基いて、上位か
ら、立川ローム、武蔵野ローム、下末吉ローム、多摩ロームの4部層に層序区分された。この4部層
は、関東ローム研究グループの設定した、多摩面、下末吉面、武蔵野面、立川面の各段丘面と対応し
て命名されたもので、例えば、立川面は厚さ約2mの立川ローム層をのせ、一段高い武蔵野面は立川
ローム層と厚さ約5mの武蔵野ローム層におおわれているというように、段丘面の生成の時代が古い
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ほど、古く降下したローム層を頂いているという対応関係に基いて区分されたのである。
　1963年以来、南関東の地形面のテフロクロノロジーの研究に従った筆者は、卒業論文（1965）では、
主として下総台地西部を調査し、それまで一括して下末吉面に対比されていた下総台地が上下2段の
地形面に区分できること、さらに、そのうちの下位は、下末吉ローム層のほぼ上半部をのせること
で、下末吉面と武蔵野面の中間面の性格を有することを明らかにし、かつ、武蔵野台地の武蔵野面の
うち、上位の豊島台で下末吉ローム層を発見した。修士論文（1967）では、卒業論文で樹立した地形
面のテフロクロノロジーの基準が、下総台地全域に適用できることを明らかにした。
　研究の当初より今日までにフィールドワークを実施した地域を手がけた順にあげれば、下総台地、
常陸台地、武蔵野台地、下末吉台地、房総半島、三浦半島、相模野台地、高座丘陵、大磯丘陵であ
る。本論文にとって最も基礎的な資料となった、直接に観察した露頭（ローム層とその基底の諸層）
は5，000ヵ所余に達する。なお筆者が、意識して特に心がけ努力したのは、①従来から取りあげられ
てはいたものの、必ずしも精査されたとはいいかねるローム層中の軽石の薄層、ことに武蔵野ローム
層の中下部と下末吉ローム層に介在する多数の軽石の薄層（断続しているものまで含む）の識別と同
定（それらはKIP－1～15，　KmP－1～12，　Pm－1，0P，　YP，　AP，　MP，　TP，　SP，　CCP－1等に分けられる）。
②おのおのの軽石層を広く南関東全域に追跡すること、③地形面の区分のためのフィールドワークに
は可及的に2500分の1又は3000分の1の大縮尺の地形図を利用することなどであった。
　結果として明らかになったことは、南関東の下末吉面と武蔵野面は、Sl・S2・M・・M2の4面に再編
成されるべきであるということである。S1面は従来の定義通りの下末吉面で、大磯一相模野地域に
おいて多摩面と認められていた一部はこのS2面である。　S2面は今回独立の地形面と認めるべきもの
であることを明らかにしたもので、今までは下末吉面あるいは武蔵野面のいずれかに含められてい
た。M1面の大部分は、従来の武蔵野面である。　M2面は、武蔵野面のうち低位の地形面を指す。これ
をやや具体的に述べると次の通りである。
　＜Sl面＞　Sl面はKIPグループの軽石層で始まる下末吉ローム層全体をのせる地形面で、従来の
定義による下末吉面にあたる。多くの場合Sl面は、下末吉海進期に古東京湾内に沈積した海成層の
堆積面である。相模灘に面した大磯丘陵では、KIP－1～13の軽石層のいずれかが吉沢層の直上にく
る。また従来、多摩面とされていた高座丘陵や座間丘陵ではKIPグループが上記海成層上に直接重な
ることから、S1面に属することは確実である。　Sl面の模式地である下末吉台地の下末吉段丘では、’
海成の下末吉層を整合的にKIP－7・8・9・13の諸軽石層がおおう。このうちKIP－13は、武蔵野台地の
淀橋台で東京層直上に発見できるほか、所沢台や金子台の下末吉ロ　一一ム層下部にも認められる。KIP
グループは、下総台地西部でも湿地性堆積物（SIP）として成田層の堆積面をおおっている。下総台地
南縁の木更津付近では、姉ケ崎層山下部層を整合にKIP　グループがおおう。大宮台地・下総台地東
部・常陸台地のSl面では、　KIPグループの軽石はほとんど認められない。これらの地域は、　KIPグ
ループの降下堆積の範囲外にあったものと思われる。
　＜S2面＞　S2面は三浦半島の小原台を模式地として新たに設定したもので、下末吉ローム層のほぼ
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上半部をのせる地形面である。従来、下末吉面とされていた小原台では、小原台層にOP以上の下末吉
ローム層が整合に重なる。相模野台地のS2面でもOPが河成・海成の堆積物をおおっている。しか
し、これ以外の地域のS2面には、さらに下位のPm－1およびKIPグループの諸軽石層が認められる
ことが多い。下末吉台地の縁辺部にあって、従来、武蔵野面とされていた段丘面上にPm－1を発見し、
それから下末吉台地におけるS2面の分布が明らかになった。武蔵野台地では、　Pm－1以上の下末吉ロ
ーム層をのせる地形面を、成増面と呼んでいたが、成増面は成増付近ぼかりでなく、武蔵野台地その
ものの主体部をなしていることは明らかである。換言すれば、武蔵野台地には武蔵野面（従来の定義
による）は殆んど存在しないのである。Pm－1は、成増面を構成する成増礫層に整合関係に重なる。
下総台地西部のS2面は、従来武蔵野面とされていた市川砂層や竜ケ崎砂層の堆積面である。ここで
もPm－1またはKuP以上の下末吉ローム層が認められた。房総半島北部では木更津面を構成する姉
ケ崎層引田部層中にKmP－1とKmP－5を、また木更津層の直上にKmP－6・7，　Pm－1，0Pを認めた。
したがって、従来一括して下末吉面構成層と考えられていた姉ケ崎層の大部分は、S2面下の堆積物で
ある。下総台地東部や常陸台地では、KmPグループやPm－1，0Pは発見されなかったが、下総台地
西部で確立された地形面とテフラの関係から、この地域に広く分布する竜ケ崎砂層の堆積面は、確実
にS、面に対比できる。成増礫層や竜ケ崎砂層は、当時古東京湾に注いでいた延長河の三角州成層あ
るいは、氾濫原堆積物である。なお、S2面を構成する海成の堆積物（例えば姉ケ崎層山下部層）の基
底は超伏に富み、ところによっては谷状の不整合が認められることもある。
　＜M、面＞　M、面は武蔵野ローム層の全層をのせる地形面であって、従来の定義による武蔵野面に
最も近い地形面である。ここでは下末吉ローム層が全く認められない。M・面のうち、三浦半島南部
に分布するものは波食台として広い面積を占める。この地域では、武蔵野ローム層中下部に、MP・
TP・SP・CCP－1の各軽石層が介在する。ただし、武蔵野ローム層と三崎層は、斜交関係を示す。相模
川沿いのM、面では、相模野礫層直上に、YPがくる。下末吉台地や武蔵野台地のM且面は、台地の
縁辺部や、これを刻む谷に沿うて分布する。下末吉台地のM・面ではMPが武蔵野ローム層の基底に
ある。武蔵野台地のなかで比較的広くM，面の分布する赤羽台では、海成層としての赤羽砂層と武蔵
野ローム層が整合関係にある。赤羽砂層の基底は浅い谷地形を示す。下総台地西部におけるM1面は、
台地を刻む谷に沿うて分布する。千葉以南の東京湾岸沿いには、M・面が海岸段丘として認められる。
房総半島で河岸段丘として発達する市原面は、1，1，皿の3段に区分できるが、このうち市原面工と
IIIがM、面に対比できる。ここでも武蔵野ローム層基底部にMPとTPを挾んでいる。
　〈M、面〉　今までの定義による武蔵野面よりも明らかに下位に、断片的ながら武蔵野Pt　一ム層を
のせる地形面を各地に発見した。これを新たにM2面としたものである。典型的なM2面は武蔵野台
地の中台面に求められる。ここでは、TP以上の武蔵野ローム層が段丘礫層直上にくる。下総台地西
部では、千葉第1段丘のなかで、比較的低位のものがM2面に対比できる可能性が強い6房総半島で
は、河岸段丘としての市原面皿がM2面に対比できる。
　以上のように、南関東の洪積台地を構成する地形面は、Si，　S2，　Ml，　M2に再編成できることは明ら
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かである。このうち、南関東の洪積台地を代表する地形面はS1面とS2面である。武蔵野台地を代表
する地形面と考えられ、それ故に武蔵野面とよばれ、従って広域にわたって分布するとされていた武
蔵野面は、Ml面およびM2面として従来考えられていたよりはるかに狭い地域に認められるにすぎ
ない。すなわちSl・S2面は、洪積台地を構成する地形面として広大な面積を占めるが、　M，・M2面は、
台地を刻む谷沿いに河岸段丘（海岸では海岸段丘）として面積的に極く狭い地域に分布する。
　これまでの結果から、南関東の古地理と海水準変化を考察した。下末吉海進によって形成された海
湾（古東京湾）は、南関東を広くおおった。その海底がS1面として離水したのはKIPグループの降
下期にあたる。S2面構成層とその基盤との不整合関係やKIPグループとKmPグループの軽石層の斜
交関係などから、S1面とS2面間に、古東京湾を縮少させた海面低下を考えることができる。小原台
海進によって、海面は再び上昇し、最終的には、海抜20m前後（関東平野中央部）のところに安定し
た。しかし関東造盆地運動の中央部のSi面域は、再び浅い海底となった可能性がある。　S2面が離水
したのは、KmP－6・7からPm－1・OPの降下堆積期にあたる。　S2面を形成した古東京湾の海は、南
（東京湾方向）と北東（鹿島灘方面）に分かれて退いていった。M1・M2面はS2面形成後の著しい海
退期における小海進（1」」手海進）あるいは、海面の停滞によって形成されたものである。このよう
に、Sl面形成後に2つの海進期を認めたが、その規模は下末吉海進と比べて著しく小さい。
　以上の成果は、今後、筆者が日本各地の地形面を研究するうえで基準をなすものである。
審　査　結　果　の　要　旨
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　本論文は、南関東の第四系上部、すなわち最新の地質時代に形成された諸地層と、地形面、すなわ
ち東京の山の手のような台地または段丘等の元来の地表面に関するテフロクロノロジー、すなわち地
層を構成し、またはそれに介在し、あるいは地形面をおおう火山灰層等の（降下）火山砕屑物を、同
時性の指標ないし、基準として、地層群・地形面群の生成の年代順の解明・区分・記述を意図したも
のである。
　まずこの研究の主題の性格について一言したい。本論文における第四系上部とは、具体的には関東
平野の諸地形面一実際には何段もの段をなしている一を広くおおっている関東ローム層（赤土層）
とその直下に位する地層を意味する。東京付近の赤土層は、1881年David　Braunによって既に風成層
と認められ、続いて火山灰起原であることも知られたが、その後は散発的に研究が行なわれた程度で
あった。戦後、いくつかの理由によって、関東巨一ム層に対する研究熱は「爆発的に」高まり、1953
年には関東ローム研究グループが結成され、地形・地質・考古・土壌・建築・土木・農学等の各方面
の学者の協力と、テフロクロノロジーの援用によるその研究成果には見るべきものがあった。1961年、
国際第四紀学連合（INΩUA）におけるテフロクロノロジー委員会の設置は、日本の提案によるもので
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あり、その提案は関東ロ　一一ム研究グループの研究成果をふまえてのことであった。10余年にわたる共
同研究の結果は、1965年刊行の大著「関東ロームーその起原と性状」に集大成された。
　その研究成果中、本論文に直接関係のあるものを要約すれば、（1）今まで単一の地層とみなされ
て来た関東ローム層は、新→旧の順で、（1）立川ローム層、（2）武蔵野ローム層、（3）下末吉ローム層、（4）
多摩P一ム層の4部層に分けられる。（ll）ローム層におおわれている地形面は、低→高の順、即ち
生成の新→旧の順で、立川面・武蔵野面・下末吉面・多摩面に区分される。（皿）立川面は（1）のロー
ム層のみにおおわれ、武蔵野面は（2）・（1＞の、下末吉面は（3）・（2）・（1＞の、多摩面は（4）～｛1）の全P一ム層
を頂き、（1）と（1）は見事な対応関係を示す。これは関東ローム層と地形面との関係についての定説
となった。
　本論文の著者は、1963年学部3年次生の当時、「地理学演習」の研究テーマとして、「下総台地にお
ける関東ロームと地形面との関係」、すなわち当時の日本の地学界が鋭意その解明にあたっていた、
そして国際的にも関心のもり上って来た最新の問題を選び、調査研究を続行して、1965年卒業論文
「下総台地西部の地形面区分に関する研究」を提出した。この卒業論文で著者は、関東ローム研究グ
ループがその全部を下末吉面と認定した下総台地面に、上下2段の別があり、その下位面は、下末吉
ローム層のほぼ上半部にあたるローム層を頂く事実によって、下末吉面そのものとは異なり、かつ、
武蔵野面とも認め難いことを明らかにした。同時に、武蔵野面のうちの豊島台は、下総台地の下位面
に該当する証拠を見いだしていた。1967年提出の修士論文「下総台地およびその南縁部の地形発達」
では、下総台地西部で得た上記の結論は、局所的のものではなく、下総台地全域にあまねく適用でき
ることを、豊富なfield　dataに基いて証明した。
　以上の経過をたどって今回提出された本論文は、12章・別図版31・別表2より（なり他に参考論文
3篇）、前後10年にわたる著者の研究の総括にあたる。その結果を要約すれば、（1）下総台地につい
て確立した地形面に関するテフロクロノロジーの基準は、火山灰の供給源、即ち箱根・富士火山によ
り近い（1）大磯横浜地域、（2）三浦半島、（3＞武蔵野台地にも、火山灰降下域の周縁部にあたる、（4）房総
半島南部、（5｝銚子半島、（6）那珂台地、〔7）鬼怒川流域、（8＞大宮台地にも、おしなべて適用できる。換言
すれぽ、関東ローム研究グループの下末吉・武蔵野の2地形面は、次の4地形面に再編成されるべき
である。すなわち、Sl面（下末吉面に相当）、　S2面（今までは下末吉面または武蔵野面のいずれかに
同定されていたもの。実は両者の中間面で、下末吉ローム層のほぼ上半部を頂く）、M1面（武蔵野面
に相当、ただしその分布は従来の武蔵野面よりはるかに狭い）、M2面（武蔵野面の低位面、武蔵野P
一ム層のうち東京軽石層以下の部分を欠く）の4面である。（］1）S且面は古東京湾の海底堆積面で、
その離水（陸化）はKIPグループの軽石層の降下期である。　S2面は古東京湾の退行縮小途次の1時
期の海底堆積面（所によっては三角州面とそれに続く氾濫原面）で、KmP－6・7からPm－1・OPまで
の軽石層の降下期に離水した。M1，　M2面はS1，　S2面の台地化とその開析の途次に形成された海岸段
丘か河岸段丘である。
　以上の結論に到達した研究方法上の特色は、地形面区分の拠り所とした、それをおおうローム層の
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対比にあたって、下末吉および武蔵野ローム層中（時にはその直下の水成層中）に介在する合計35枚
の軽石層（多くは薄層）と層序的に識別し、それを鍵層としたことである。また、軽石層そのものの
対比は、含有重鉱物組成その他に基いて行なった。これは後述のように調査研究の精度を高め、その
結果として、地形面についての従来の誤認をただし、S2面の存在とその広汎な分布を明らかにし得た
ものである。
　さて本論文は次の諸点において高く評価しうるものと考える。（1）定説と認められていた、関東ロー
ム研究グループの地形面区分に関する見解は、修正されるべきであることを明らかにした。たとえ
ば、その代表地域とされていた武蔵野台地主要部には、武蔵野面は存在しないことが明白になった。
（2屠者が自ら観察・調査して柱状図を作成したローム層とその基底層の露頭（土地の断面）は5000余
ヵ所に達している。その点で本論文の資料的価値も甚だ高い。（3）35枚の軽石層を識別・対比したこと
は、かつてはm単位ないし10cm単位のオーダーで行われたP一ム層に対する観察考察が、本研究で
はcm単位ないしmm単位で行われたことになる。（4）下末吉P一ム層中に29枚、武蔵野ローム層中に
6枚の軽石層を識別したことは、理想的な状態の下では、前老を30の、後者を7の層準に区分し、ま
た、両ローム層の降下期をそれぞれ30と7の期間に細分したことになる。その結果、ローム層の堆積
・地形面の形成を考察するtime　scaleが著しくこまかくなり、その経過を従来よりはるかにくわし
くたどり得たのである。（5）軽石層の多くは、個々の露頭において、既に多くの研究者が個別的に発見
していたものであるが、それら相互の関係は、必らずしも充分に明らかにされてはいなかった。それ
らを降下順に35枚に整理し、かつ、それらの連続を、従来未発見の地域にまで追跡する労多き仕事
は、何人によってもかつて遂行されたことはなかった。（6）武蔵野台地において徳丸面・成増面と呼ば
れていたものは、著者のS2面にあたる。しかし徳丸面・成増面の命名者は、その分布範囲をつきと
めようとしなかった。著者は下総台地で見いだした事実が、局地的な性質のものではなく、南関東の
全域に普遍的な事実であることを証明するための努力を敢てした。本論文の背後にあるそのような研
究態度こそ、最も高く評価されるべきである。
　なお、本論文の内容の1部は、日本地理学会編集「地理学評論」第43巻（1970）、B本第四紀学会
編集「第四紀研究」第11巻（1972）に発表されている。日本地理学会は1971年春季大会の巡検（現地
討議）「武蔵野台地北部の地形・地質」の案内・説明を著者に委嘱した。また、著者の「下総台地西部
の地形面分布図」は、東大教授吉川虎雄氏・関東ローム研究グループのリーダー貝塚爽平教授らの共
者「新編日本地形論」（1973）に掲載されている。著者の研究成果が学界において既に承認されてい
る、そのあらわれと見ることができる。
　以上によって、本論文の提出者は学位を受ける充分の資格を有するものと認められる。
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